


































































ば、「アダブ（ Adab ） 」という術語がそれにあたる。ではこのアラ
ビア語の「アダブ」は何を指すのか。
『岩波イスラーム辞典』では、「礼儀作法（マナー）や、特定の人び
とが教養として習得すべき事柄、そこから転じて、いわゆる文学一般
をさす。」と説明し②、『イスラーム世界事典』では、「「しつけ」「礼儀」
「徳性」「文学」「人文科学」「教養」などをあらわすアラビア語」と説
明している③。西尾哲夫は『アラビアンナイト』の中で「現代アラビ
ア語では文学をアダブと呼んでいるが、中世の辞書によるとアダブと
は人徳や品性の高さを意味していた。やがて教養人が身につける文芸
文化や言葉遣いにも適用されて、宴席で王侯貴族の話し相手を務めた
ナディーム（食客）と呼ばれる人々が心得るべき素養を意味するよう
になった。さらに時代がくだると、アダブにはフスハーで書かれた典
雅な文芸という意味が付加されていく。」④と解説している。さらに西
尾は、かなり一般向けのNHKの「カルチャーラジオ　文学の世界」
のテキスト『アラビアンナイト』でこれをやさしくまとめ、「中世の
辞書では、アダブとはすぐれた品性だとか人徳を意味していたのです
が、やがて文化人たるにふさわしい教養を意味するようになり、最終
的にはフスハーで書かれた典雅な文芸をアダブと呼ぶようになりまし
た。」⑤と説明している。
なお、いわゆる「千夜一夜物語（アラビアン・ナイト）は「アバブ」
とは認められていなかった、⑥という。
これらをふまえて、筆者は「アラビア語のフスハーで書かれた文芸
のこと」という意味で捉えておこうと考える。
つまり本稿で「アラビア文学」というのは、基本的に正則アラビア
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語で書かれた文学作品のことで、「誘い」というのは、現時点でアラビ
ア語からの原典訳として日本語で読めるものの紹介ということである。
2 　「アラビア文学への招待」時代の作品
当時矢島氏が「紹介」の中で、日本語で読める原典訳として紹介し
ているのは、以下の諸作品である⑦。
1 　井筒俊彦訳『コーラン』岩波書店、岩波文庫
2 　前嶋信次訳『アラビアン・ナイト』平凡社、東洋文庫
3 　 イブン・イスハーク／嶋田襄平訳『マホメット伝』「世界文学
大系アラビア・ペルシア集」筑摩書房
4 　 ジャーヒズ／前嶋信次訳『けちんぼども』「世界文学大系アラ
ビア・ペルシア集」筑摩書房
5 　 ガッザーリー／藤本勝次訳『誤りからの救い』「世界文学大系
アラビア・ペルシア集」筑摩書房
6 　 牧野信也訳『古詩抄』「世界文学大系アラビア・ペルシア集」
筑摩書房
7 　 前嶋信次訳／イブン・バットゥータ『三大陸周遊記』角川書店、
角川文庫
1の『コーラン』は完訳であったが、2の『アラビアン・ナイト』
は当時翻訳が進行中で、訳者の前嶋氏は完成を待たずに亡くなり、後
半は池田修氏が完訳した。1の『コーラン』はイスラームの宗教的中
心になる文書、2の『アラビアン・ナイト』は民話説話の集大成、3
の『マホメット伝』は伝記的性質の強いもの、5の『誤りからの救い』
は神学的色彩の濃いものであり、7の『三大陸周遊記』は旅行記である。
文学を狭義にとれば4の物語と6の詩が文学ということになる。
矢島氏は、まだ日本語訳がない作品のなかで「邦訳アラビア文学選
集を作るとしてさしあたり何をとるかと考えて」⑧、以下のような10
点をあげている⑨。
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1 　イブヌル・ムカッファア『カリーラとディムナ』（8世紀）
この作品の内容については省略するが、この作品はイブヌ・ル・ム
カッファイ／菊池淑子訳『カリーラとディムナ：アラビアの寓話』平
凡社、東洋文庫として1978年に邦訳が出版されている。
2 　ブズルグ・イブン・シャフリヤル『インドの驚異』（10世紀）
こののちの時代に続々と現れる一連の地理学・紀行のなかで初期に
属する小品。この作品も、ブズルク・イブン・シャフリヤール／藤本
勝次、福原信義訳注『インドの不思議』として関西大学出版部から
1978年に、また家島彦一訳『インドの驚異譚』全2巻、平凡社、東洋
文庫として2011年に出版されている。
3 　イブン・ハズム『鳩の首輪』（11世紀）
著者は1064年に歿したコルドバ生まれのアンダルシア人で、ザー
ヒル派の主導者である。この作品も、イブン・ハズム／黒田壽郎訳『鳩
の頸飾り：愛と愛する人々に関する論攷』岩波書店、イスラーム古典
叢書として1978年に出版されている。
4 　アル・ハマザーニ『マカーマ』（11世紀初頭）
5　アル・ハリーリー『マカーマ』（12世紀初頭）
「マカーマ」とは本来「集会」を意味するが、集まった一座のなか
のひとりが物語をするが、その物語が「サジュア体」という韻文でな
ければならないという技巧を要するものである。アル・ハマザーニ『マ
カーマ』はまだ邦訳はでていないが、アル・ハリーリーのほうは堀内
勝訳注『マカーマート：中世アラブの語り物』全3巻、平凡社、東洋
文庫として2009年に出版されている。
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6 　ウサーマ・イブン・ムンキズ『回想録』（12世紀初頭）
著者はオロンテス河畔の城主の一族として生まれたが、その地を追
われ、エジプトやメソポタミアを流浪しつつ世界を見聞し、後年それ
をまとめたのがこの作品である。アラビア文学におけるはじめての自
叙伝とされ、現代文学のターハー・フサインやアフマド・アミーンの
自伝の嚆矢とされるものである。
ウサーマ・イブン・ムンキズの『回想録』は邦訳がないが、ターハー・
フサインやアフマド・アミーンの自伝は日本語で読める。ターハ・フ
セイン／田村秀治訳『わがエジプト：コーランとの日々』サイマル出
版会は1976年に、アフマド・アミーン／水谷周訳『アフマド・アミー
ン自伝：エジプト・大知識人の生涯』第三書館《パレスチナ選書》は
1990年に出版されている。
7 　イブン・トゥファイル『ハイイ・イブン・ヤクザーン』（12世紀
初頭）
著者のイブン・トゥファイルは、カディスに生まれ、主としてグラ
ナダで生涯をすごし、モロッコのマラケシュで1185年に歿した。
『ハイイ・イブン・ヤクザーン』は「目覚めたる者の息子・生ける者」
という意味で、彼は孤島に育ち、内的な力によって高い哲学的精神と
神の啓示を得るに至る過程が描かれている。
この作品は1671年にエドワード・ポコックによりラテン語に訳さ
れてヨーロッパ各地に知られ、ダニエル・デフォーの『ロビンソン・
クルーソー漂流記』（1719年）にもその影響がみられる。また、J．J．
ルソーの哲学的小説『エミール』（1762年）とも比べられることがある。
8 　イブン・ジュバイル『旅行記』（13世紀初頭）
著者のイブン・ジュバイルは、バレンシア生まれでグラナダにくら
し、生涯に三度マッカへの巡礼を行った。この『旅行記』は第一回目
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の巡礼（1183年～ 85年）の日記をグラナダに帰ってから刊行したも
のである。
藤本勝次、池田修監訳『旅行記』は1992年に関西大学出版広報部
から出ていたものを講談社の講談社学術文庫から『イブン・ジュバイ
ルの旅行記』として2009年に出版されたものである。
9 　アル・カズウィーニー『創造物の驚異と諸国の遺跡』（13世紀）
これはいわゆる地理書に入るが、宇宙や天体などの自然誌から、歴
史・地理・人文誌に至る大百科的性格をもっている。
10　イブヌッ・ティクタカー『アル・ファフリー』（13世紀）
著者は本名をイブン・タバータバーといい、モンゴル系のスルタン
にイスラームの歴史を教養として教えるためにこの作品を編纂した。
「スルタンの教養」「イスラム諸王朝史」と呼ばれる。
この作品も、イブン・アッティクター／池田修、岡本久美子訳『ア
ルファフリー：イスラームの君主論と諸王朝史』全2巻、平凡社、東
洋文庫として2004年に出版されている。
矢島氏が以上の10作品をあげたのは、1968年のことであったが、現
在ではこの10作品のうち6作品が日本語で読めるようになっている。
3 　ナジーブ・マハフーズについて
1988年にアラビア文学として初めてノーベル文学賞を受賞したエ
ジプト人作家、ナジーブ・マハフーズについて触れておきたい。この
作家の名前は一般にここであげたナジーブ・マハフーズではなく、ナ
ギーブ・マフフーズとかナギーブ・マハフーズと呼ばれている。フス
ハーと呼ばれる正則アラビア語での表記では、Naji:b Mahfu:zと綴ら
れる彼の名前がエジプト方言（アーンミーヤ）ではNagīb Maḥfūẓと
綴られるのである。ゆえに、正則アラビア語ではナジーブ・マハフー
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ズが、エジプト方言ではナギーブ・マフフーズやナギーブ・マハフー
ズということになる。
マハフーズがノーベル文学賞を受賞したのは、『バイナル・カスラ
イン』を含む「カイロ三部作」に対する高い評価による。彼の作品は、
『蜃気楼』『花婿』、『手品師が皿を奪った』『狂気の独白』、『ザアバラー
ウィー』『空っぽのカフェ』『旅立ちの前』『手品師が皿をさらった』『頂
上の人々』『シェヘラザードの憂愁：アラビアン・ナイト後日譚』『張
り出し窓の街』『夜明け』『欲望の裏通り』等が日本語で読める。
4 　ぜひ挑戦してほしいアラビア文学
ここでは、翻訳者（たち）の不断の努力によって日本語で読めるよ
うになった力作を紹介してみたい。
第一は、2001年に出版された牧野信也訳『ハディース：イスラーム伝
承集成』全6巻、中公文庫である。ブハーリーのハディースが文庫版で
手に入る。「ハディース」というのは預言者ムハンマドの言行録のことで、
ブハーリーのものがもっとも信頼に値すると定評のあるものである。
「ハディース」については、最近小杉泰氏の編訳による『ムハンマ
ドのことば　ハディース』岩波文庫が発売された⑩。
第二は、1996年から2002年にかけて全8巻が完成した、イブン・バッ
トゥータ／イブン・ジュザイイ編／家島彦一訳注『大旅行記』平凡社、
東洋文庫である。抄訳として前嶋信次訳があったが、この大作が家島
彦一氏の入魂の訳で手に入る。
第三は、2001年に出版されたイブン・ハルドゥーン／森本公誠訳『歴
史序説』全4巻、岩波文庫である。森本公誠氏は最初アジア経済研究
所からこの翻訳を出しておられたが、のちに岩波書店版が出たのち、
現在はこの文庫版で読める。
最後に、現代アラビア文学について紹介したい。1974年に出版さ
れた野間宏責任編集『現代アラブ文学選』創樹社には、珠玉のような
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作品群が収められている。また、1979年から刊行が始まった河出書
房新社の現代アラブ小説全集には、以下のような作品がラインアップ
されている。 
1 　ターハ・フセイン／池田修訳『不幸の樹』
2 　ハキーム／堀内勝訳『オリエントからの小鳥』
3 　シャルカーウィ／奴田原睦明訳『大地』
4 　ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳『バイナル・カスライン』（上）
5 　ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳『バイナル・カスライン』（下）
6 　バラカート／高井清仁、関根謙司訳『海に帰る鳥』
7 　 ガッサーン・カナファーニー／奴田原睦明訳『太陽の男たち、
ハイファに戻って』
8 　 サーレフ／黒田寿郎、高井清仁訳『北へ遷りゆく時、ゼーンの
結婚』
9 　 ディブ／篠田浩一郎、中島弘二訳『アフリカの夏』
10　 マムリ／菊池章一訳『阿片と鞭』
これらの現代作品のうち、カナファーニーの『太陽の男たち、ハイ
ファに戻って』は2017年に河出書房新社から河出文庫の一冊として
出版されているので、手に取りやすくなっている。
恩師の故矢島先生がアラブの文学として紹介されていたリストと、
現在書店に並んでいるアラビア語原典からの翻訳書の数々を見ると隔
世の感がする。
いまや「Eテレ」では、戦場写真家の渡辺陽一氏が生徒役を演じて
いる「テレビでアラビア語」が放映されており、講師として筆者が三
鷹のアジア・アフリカ語学院で謦咳に接した当時の東京外大のアラビ
ア語講師エルサムニー先生のご令嬢、師岡カリーマ・エルサムニーさ
んも出演しておられる。ラジオ第2でも「アラビア語講座」が放送さ
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れている。放送大学にも「アラビア語」の講座があり、アラビア語そ
のものに触れることがむつかしいという環境ではない。アラビア語に
アプローチすることが困難であるという状況ではなく、やる気さえあ
れば、ある程度独学ででも学習できる環境にある。
アラビア語そのものもマスターすべく努力してほしいが、それとと
もに、アラビア語が咲かせた花である文学にも興味をもっていただけ
ればとささやかながら思う。
注
①　矢島（1975） p.137
②　大塚他（2002） p.22
③　片倉（2002） p.49
④　西尾（2007） pp.104-105
⑤　西尾（2010） p.124
⑥　西尾（2007） p.105、西尾（2010） p.124
⑦　矢島（1975） p.137
⑧　Ibid. p.152
⑨　Ibid. pp.140-152
⑩　小杉（2019）
文　献
＜概説＞
大塚和夫、小杉泰、小松久男、東長靖、羽田正、山内昌之（2002）『岩波イスラー
ム辞典』岩波書店
片倉もとこ編集代表（2002）『イスラーム世界事典』明石書店
西尾哲夫（2007）『アラビアンナイト　―文明のはざまに生まれた物語』岩波
新書
西尾哲夫（2010）『NHKカルチャーラジオ　文学の世界　アラビアンナイト　
―ファンタジーの源流を探る』NHK出版
15
22異文化
＜文学史＞
アンドレ・ミケル／矢島文夫訳（1976）『アラビア文学史』白水社、クセジュ文庫
川崎寅雄（1960）『アラブ近代文学の群像』潮出版社
川崎寅雄（1971）『アラブ近代文学』潮出版社、潮新書
川崎寅雄（1975）『アラブ近代文学：その革命詩人たちを中心に』みき書房
嶋田襄平（1979）『アラブ文学史』「アラビア・ペルシア集」世界文学大系、筑摩
書房
関根謙司（1979）『アラブ文学史：西欧との相関』六興出版
ハミルトン・A・R・ギブ／井筒豊子訳（1982）『アラビア文学史』人文書院
＜イスラーム（神学・哲学関係）＞
大川周明訳（1950）『古蘭』岩崎書店
井筒俊彦訳（1957-1958）『コーラン《フリューゲル版》』全3巻、岩波書店、岩波
文庫
井筒俊彦訳（1964）『コーラン』全3巻、岩波書店、岩波文庫《1957-1958年版の
改訳》
井筒俊彦訳（1992）『コーラン』中央公論社、井筒俊彦著作集7
中田考訳（2014）『日亜対訳クルアーン』作品社
日本ムスリム協会（1983）『聖クルアーン：日亜対訳、注解』日本ムスリム協会
藤本勝次責任編集（1970）『コーラン』中央公論社、世界の名著15
藤本勝次責任編集（1979）『コーラン』中央公論社、中公バックス7
藤本勝次責任編集（1983）『コーラン』中央公論社、世界の名著15《1970年版の
改版》
藤本勝次・伴康哉・池田修訳（2002）『コーラン』全2巻、中央公論社、中公ク
ラシックス
牧野信也訳（1993-1994）『ハディース：イスラーム伝承集成《ブハーリー版》』
全3巻、中央公論社
牧野信也訳（2001）『ハディース：イスラーム伝承集成』全6巻、中央公論社、
中公文庫
小杉泰編訳（2019）『ムハンマドのことば　ハディース』岩波書店、岩波文庫
上智大学中世思想研究所編訳、竹内政孝監修（2000）『イスラーム哲学』上智大
学中世思想研究所
アーイシャ・アブドッラハマーン／徳増輝子訳（1977）『預言者の妻たち』日本
サウディアラビア協会、日本クウェイト協会
16
22異文化
アリー・シャリーアティー／櫻井秀子訳・解説（1977）『イスラーム再構築の思想：
新たな社会へのまなざし』大村書店
イブン・アル・カルビー／池田修訳（1974）『偶像の書』「西アジア史研究」東京
大学出版会
イブン・イスハーク／イブン・ヒシャーム編／嶋田襄平訳（1964）『マホメット伝』
「アラビア・ペルシア集」世界文学大系、筑摩書房
イブン・イスハーク／座喜純、岡島稔訳・解説（2010）『預言者の生涯：イスラー
ム文明を創造した男の物語』ブイツーソリューション
イブン・イスハーク／イブン・ヒシャーム編注／後藤明、医王秀行、高田康一、
高野太輔訳（2010-）『預言者ムハンマド伝』全4巻、岩波書店、イスラーム原
典叢書
イブン・カイイム・アルジャウズィーヤ／水谷周訳著（2010）『イスラームの天国』
国書刊行会、イスラーム信仰叢書
イブン・トゥファイル／藤田孝美、ザキ・モハメッド訳（2000）『ハイイ・ブン・
ヤクザーン：対訳』フジ・ザキ研究室《カーミル・キラーニーによるリライト
版の前半3章の和訳》
ガザーリー／黒田寿郎訳・解説（1985）『哲学者の意図：イスラーム哲学の基礎
概念』岩波書店、イスラーム古典叢書
ガザーリー／中村廣治郎訳注（2003）『誤りから救うもの』ちくま書房、ちくま
学芸文庫
ガッザーリー／藤本勝次訳（1964）『誤りからの救い』「アラビア・ペルシア集」
世界文学大系、筑摩書房
ファリード・ゥッディーン・ムハンマド・アッタール／藤井守男訳（1998）『イ
スラーム神秘主義聖者列伝』国書刊行会《抄訳》
ムハンマド・アッ＝タバータバーイー／黒田壽郎訳・解説（2010）『現代イスラー
ム哲学：ヒクマ論とは何か』書肆心水
ムハンマド・バーキルッ＝サドル／黒田壽郎訳（1994）『イスラーム哲学』未知
谷
モッラー・サドラー／井筒俊彦訳・解説（1978）『存在認識の道』岩波書店、イ
スラーム古典叢書
モッラー・サドラー／井筒俊彦訳（1993）『存在認識の道』中央公論社、井筒俊
彦著作集10
ルーミー／蒲生礼一訳（1964）『精神的マスナヴィー』「アラビア・ペルシア集」
世界文学大系、筑摩書房
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ルーミー／井筒俊彦訳・解説（1978）『ルーミー語録』岩波書店、イスラーム古
典叢書
ルーミー／井筒俊彦訳（1993）『ルーミー語録』中央公論社、井筒俊彦著作集11
＜旅行記＞
イブン・ジュバイル／藤本勝次、池田修監訳（1992）『旅行記』関西大学出版広
報部
イブン・ジュバイル／藤本勝次、池田修監訳（2009）『イブン・ジュバイルの旅
行記』講談社、講談社学術文庫
イブン・バットゥータ／前嶋信次訳（1954）『三大陸周遊記』河出書房、世界探
検紀行全集2《全体の約三分の一の抄訳》
イブン・バットゥータ／前嶋信次訳（1961）『三大陸周遊記』角川書店、角川文
庫《河出書房版の文庫版》
イブン・バットゥータ／イブン・ジュザイイ編／家島彦一訳注（1996-2002）『大
旅行記』全8巻、平凡社、東洋文庫
イブン・ファドラーン／家島彦一訳（1969）『ヴォルガ・ブルガール旅行記』東
京外国語大学AA研
イブン・ファドラーン／家島彦一訳注（2009）『ヴォルガ・ブルガール旅行記』
平凡社、東洋文庫
＜古典文学＞
大場正史訳（1965）『アラビアンナイト物語：千夜一夜物語拾遺《バートン版》』
角川書店、角川文庫
前嶋信次、池田修訳（1966-1992）『アラビアン・ナイト』全18巻、別巻1（1985）、
平凡社、東洋文庫
牧野信也訳（1964）『アラブ古詩抄』「アラビア・ペルシア集」世界文学大系、筑
摩書房
アル・ハリーリー／堀内勝訳注（2009）『マカーマート：中世アラブの語り物』
全3巻、平凡社、東洋文庫
イブヌ・ル・ムカッファイ／菊池淑子訳（1978）『カリーラとディムナ：アラビ
アの寓話』平凡社、東洋文庫
イブン・アッティクター／池田修、岡本久美子訳（2004）『アルファフリー：イ
スラームの君主論と諸王朝史』全2巻、平凡社、東洋文庫
イブン・ザイヌッディーン／村田幸子訳・解説（1985）『イスラーム法理論序説』
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岩波書店、イスラーム古典叢書
イブン・ハズム／黒田壽郎訳（1978）『鳩の頸飾り：愛と愛する人々に関する論攷』
岩波書店、イスラーム古典叢書
イブン・ハルドゥーン／田村実造訳（1964）『歴史序説』アジア経済研究所
イブン・ハルドゥーン／森本公誠訳・解説（1979-1987）『歴史序説』全3巻、岩
波書店、イスラーム古典叢書
イブン・ハルドゥーン／森本公誠訳（2001）『歴史序説』全4巻、岩波書店、岩
波文庫
ジャーヒズ／前嶋信次訳（1964）『けちんぼども』「アラビア・ペルシア集」世界
文学大系、筑摩書房
ニザーミー／岡田恵美子訳（1981）『ライラとマジュヌーン：アラブの恋物語』
平凡社、東洋文庫
バラーズリー／花田宇秋訳（2012）『諸国征服史』全3巻、岩波書店、イスラー
ム原典叢書
藤本勝次訳注（1976）『シナ・インド物語』関西大学出版部
ブズルク・イブン・シャフリヤール／藤本勝次、福原信義訳注（1978）『インド
の不思議』関西大学出版部
ブズルク・イブン・シャフリヤール／家島彦一訳（2011）『インドの驚異譚』全2
巻、平凡社、東洋文庫
マホメッド・エル・ネフザウィ／立木鷹志訳（1994）『匂える園』青弓社
ルネ・R・カーワン／小林茂訳（1979）『策略の書：アラブ人の知恵の泉』読売新
聞社
レイン，E．W．／大場正史訳（1964）『エジプトの生活：古代と近代の奇妙な混
淆』桃源社、桃源選書《抄訳》
レイン，E．W．／大場正史訳（1968）『エジプト風俗誌』桃源社《抄訳》
＜現代アラビア文学＞
野間宏責任編集（1974）『現代アラブ文学選』創樹社
アスマール／城川桂子訳（1981）『リッダ：アラブ人としてイスラエルに生きる』
第三書館《パレスチナ選書》
アドニス／高良留美子訳（1974）『僕は君たちに言った』、野間宏責任編集「現代
アラブ文学選」創樹社
アブドゥッ・ラフマーン・アッ・シャルカーウィー／谷正則訳（1974）『さそり』、
野間宏責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
19
22異文化
アブドゥルワッハーブ・ブーディバ／伏見楚代子、美観橋一郎訳（1970）『イス
ラム社会の性と風俗』桃源社
アフマド・アミーン／水谷周訳（1990）『アフマド・アミーン自伝：エジプト・
大知識人の生涯』第三書館《パレスチナ選書》
イドリース／奴田原睦明訳（1984）『ハラーム：禁忌』第三書館《パレスチナ選書》
イドリース／奴田原睦明訳（1991）『黒い警官』、「中国・アジア・アフリカ」集
英社
イドリース／奴田原睦明訳（1991）『肉の家』、「中国・アジア・アフリカ」集英社
イブラーヒーム・アブドゥル・カーディル・アル・マーズィニー／池田修訳（1974）
『クッファじいさん』、野間宏責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
カッザーフィー／藤田進訳（1980）『緑の書』第三書館《パレスチナ選書》
ガッサン・カナファーニー／奴田原睦明訳（1974）『ハイファに戻って』、野間宏
責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
ガッサーン・カナファーニー／黒田寿郎・奴田原睦明訳（2017）『太陽の男たち、
ハイファに戻って』河出書房新社、河出文庫
ジブラーン／小林薫訳（1972）『予言者』ごま書房
ジャバルティー／後藤三男訳注（1989）『ボナパルトのエジプト侵略』ごとう書房
ターハ・フセイン／田村秀治訳（1973）『歳月の流れ』ジャセップ出版《第一部
のみの訳》
ターハ・フセイン／田村秀治訳（1976）『わがエジプト：コーランとの日々』サ
イマル出版会
ターハ・フセイン／高井清仁訳（1993）『イスラム黎明期の詩について』ごとう
書房
ナギーブ・マハフーズ／高野晶弘訳（1990）『蜃気楼』第三書館
ナギーブ・マハフーズ／高野晶弘訳（1991）『花婿』、「中国・アジア・アフリカ」
集英社
ナギーブ・マハフーズ／高野晶弘訳（1991）『手品師が皿を奪った』、「中国・ア
ジア・アフリカ」集英社
ナジーブ・マフフーズ／塙治夫訳（1974）『狂気の独白』、野間宏責任編集「現代
アラブ文学選」創樹社
ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳（2004）『ナギーブ・マフフーズ短編集：エジ
プト人の文豪の作品より』近代文芸社
ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳（2004）『ザアバラーウィー』「ナギーブ・マフ
フーズ短編集：エジプト人の文豪の作品より」近代文芸社
20
22異文化
ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳（2004）『空っぽのカフェ』「ナギーブ・マフフー
ズ短編集：エジプト人の文豪の作品より」近代文芸社
ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳（2004）『旅立ちの前』「ナギーブ・マフフーズ
短編集：エジプト人の文豪の作品より」近代文芸社
ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳（2004）『手品師が皿をさらった』「ナギーブ・
マフフーズ短編集：エジプト人の文豪の作品より」近代文芸社
ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳（2004）『頂上の人々』「ナギーブ・マフフーズ
短編集：エジプト人の文豪の作品より」近代文芸社
ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳（2009）『シェヘラザードの憂愁：アラビアン・
ナイト後日譚』河出書房新社
ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳（2011）『張り出し窓の街』国書刊行会
ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳（2012）『夜明け』国書刊行会
ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳（2012）『欲望の裏通り』国書刊行会
バラカート／奴田原睦明訳（1980）『六日間』第三書館《パレスチナ選書》
ミハイール・ヌマイア／池田修訳（1974）『彼女の新年』、野間宏責任編集「現代
アラブ文学選」創樹社
ムハンマド・アッ＝タバータバーイー／黒田寿郎訳・解説（2010）『現代イスラー
ム哲学：ヒクマ存在論とは何か』書肆心水
ムハンマド・バーキルッ＝サドル／黒田寿郎訳（1994）『イスラーム哲学』未知谷
ムハンマッド・ディーブ／木島始、荒木のり訳（1974）『呪文』、野間宏責任編集
「現代アラブ文学選」創樹社
ライラ・バアルバキイ／菊池淑子訳（1974）『わたしは生きている』M・L・C出版
ユースフ・アッ・シバーイー／木島始、荒木のり訳（1974）『靴直し』、野間宏責
任編集「現代アラブ文学選」創樹社
ユースフ・アッ・シバーイー／木島始、荒木のり訳（1974）『すばらしい旅』、野
間宏責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
現代アラブ小説全集（1979）河出書房新社
1 　ターハ・フセイン／池田修訳『不幸の樹』
2 　ハキーム／堀内勝訳『オリエントからの小鳥』
3 　シャルカーウィ／奴田原睦明訳『大地』
4 　ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳『バイナル・カスライン』（上）
5 　ナギーブ・マフフーズ／塙治夫訳『バイナル・カスライン』（下）
6 　バラカート／高井清仁、関根謙司訳『海に帰る鳥』
21
22異文化
7 　 ガッサーン・カナファーニー／奴田原睦明・黒田寿郎訳『太陽の男たち、ハ
イファに戻って』
8 　サーレフ／黒田寿郎、高井清仁訳『北へ遷りゆく時、ゼーンの結婚』
9 　ディブ／篠田浩一郎、中島弘二訳『アフリカの夏』
10　マムリ／菊池章一訳『阿片と鞭』
＜戯曲＞
タウフィーク・アル・ハキーム／堀内勝訳（1974）『狂いの川』、野間宏責任編集
「現代アラブ文学選」創樹社
＜現代詩＞
アブドゥール・カリーム・アン・ナーイム／高良留美子訳（1974）『われらの問
題と月の探検』、野間宏責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
アブドゥール・ワッハーブ・アル・バヤーティー／関根謙司訳（1974）『黒猫たち』、
野間宏責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
サラーフ・アブド・アッ・サブール／中本清子、中本信幸訳（1974）『ぼくの国
の人民』、野間宏責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
サラーフ・アブド・アッ・サブール／中本清子、中本信幸訳（1974）『タタール
人どもが攻めてきた』、野間宏責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
マーリク・ハッダード／中本清子、中本信幸訳（1974）『聴いてくれ、ぼくはき
みたちを呼ぶ』、野間宏責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
マフムード・アル・ブライカーン／木島始訳（1974）『静かな恐れの歌』、野間宏
責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
マフムード・ダルウィーシュ／池田修訳（1974）『パレスチナの恋人』、野間宏責
任編集「現代アラブ文学選」創樹社
＜エッセイ＞
マブルーカ・ザルイ（1992）『チュニジア女性日本「語」体験記』三省堂、三省
堂選書170
師岡カリーマ・エルサムニー（2004）『恋するアラブ人』白水社
＜評論・論文＞
アドニス／菊池章一、関根謙司訳（1974）『現代のアラブ詩人、自由への三つの
状況』、野間宏責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
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アフマッド・ハイカル／木島始、荒木のり訳（1974）『アラブ文化遺産のヨーロッ
パ文学に及ぼした衝撃』、野間宏責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
池田修（1974）『アラブ現代詩の歩み』、野間宏責任編集「現代アラブ文学選」創
樹社
池田修（1986）『エジプト社会を描く：ナギーブ・マハフーズ』、「アラブとイス
ラエル」「オリエント史講座」第六巻、学生社
小笠原良治（1983）『ジャーヒリーヤ詩の世界』至文堂
岡真理（2008）『アラブ、祈りとしての文学』みすず書房
小高正直（1974）『盲目の詩人マアッリー：バグダード留学・宥しの書』「西アジ
ア史研究」東京大学出版会
ガーリー・シュクリー／菊池章一訳（1974）『アラブ小説の新世代』、野間宏責任
編集「現代アラブ文学選」創樹社
ガッサン・カナファーニー／奴田原睦明、高良留美子訳（1974）『占領地パレス
チナにおける抵抗文学』、野間宏責任編集「現代アラブ文学選」創樹社
ゴートン，T．J．／谷口勇訳（1982）『アラブとトルバドゥール：イブン・ザイドゥー
ンの比較文学的研究』芸立出版
サラーマ・ムーサー／池田修訳（1974）『民衆のための文学』、野間宏責任編集「現
代アラブ文学選」創樹社
関根謙司（1974）『アラブ現代散文文学の諸潮流』、野間宏責任編集「現代アラブ
文学選」創樹社
高野晶弘（1990）『現代文学に見るアラブの苦悩』、板垣雄三編「中東パースペク
ティブ」第三書館
竹内泰宏（1974）『現代アラブ文学の紹介をめぐって』、野間宏責任編集「現代ア
ラブ文学選」創樹社
奴田原睦明（1976）『パレスチナの一作家：ガッサン・カナファーニーの営為』
岩波書店、岩波講座「文学」8、表現の方法5、新しい世界の文学
八木久美子（2006）『マフフーズ・文学・イスラム：エジプト知性の閃き』第三
書館
矢島文夫（1975）『アラビア文学への招待』「メソポタミアの春：オリエント学の
周辺」玉川大学出版部
＜笑話＞
前嶋信次監修、関根謙司編著（1977）『アラブ人の笑い』六興出版
池田修（1979）『アラブ・ジョーク集』「世界のジョーク・警句集」自由国民社
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牟田口義郎編著、塙治夫訳（1978）『アラブジョーク集』実業之日本社
護雅夫訳（1965）『ナスレッディン・ホジャ物語：トルコの知恵ばなし』平凡社、
東洋文庫
＜アラビア語対訳等＞
イブン・トゥファイル／藤田孝美、ザキ・モハメッド訳（2000）『ハイイ・ブン・
ヤクザーン：対訳』フジ・ザキ研究室《カーミル・キラーニーによるリライト
版の前半3章の和訳》
内記良一（1986）『やさしいアラビア語読本』大学書林
奴田原睦明（1995）『現代アラブ文学選』大学書林
